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研究成果の概要（和文）：本研究は，J. A. シュンペーターの景気循環論を，『景気循環論』の副題「資本主義
過程の理論的・歴史的・統計的分析」に沿って，現代の知識資本主義の分析に役立ちうるように再構築を目指し
たものである。研究成果の主な特徴として，システム・ダイナミックスの手法を用いてイノベーション・システ
ムの観点から景気循環モデルを構築したこと，および，知識資本主義段階にある現代資本主義の制度的諸要素を
統計的・歴史的に確認しながら理論モデルにフィードバックして拡張させたこと，以上の二点を指摘することが
できる。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I aimed to reconstruct J. A. Schumpeter’s 
business cycle theory to put it good use for an analysis of modern knowledge capitalism according to
 the subtitle of Business Cycles (1939) “A Theoretical, Historical, and Statistical Analysis of the
 Capitalist Process”. The major contributions of this research are the following two points. The 
first, I have built a Schumpeterian business cycle model from a view point of the innovation system 
with a system dynamics modelling. The second, I have extended my previous model by implementing 
institutional factors of modern knowledge capitalism as identifying them statistically and 
historically.

研究分野：経済学史，進化経済学，政治経済学
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　資本主義

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
制度論的な諸要素を明示的に取り入れながら，イノベーションを原動力とする資本主義経済の長期動態的過程
を，システム・ダイナミックス・モデルとして提示した本研究の成果は，現代の非主流派経済学，特にネオ・シ
ュンペーター学派の最近の研究動向に貢献しうるものである。また，知識資本の形成過程を含めた現代のイノベ
ーションのあり方や，それに対する貨幣・金融的な諸制度の関係を含む理論モデルから，現代の知識資本主義に
おける政策的含意を引き出すことできるという意味で社会的な貢献も認められる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究では，学術的背景として，シュンペーターの大著『景気循環論』（1939 年）に付さ
れた「資本主義過程の理論的・歴史的・統計的分析」という野心的な副題を念頭においている。
確かにシュンペーターはこれら 3つの側面を大著のなかで論じているが，そのさまざまなヴァ
リエーションが存在する現代の景気循環論において，シュンペーターの景気循環論は，景気循
環の原動力としてイノベーションの役割に注目するという側面が特にクローズアップされ，彼
の景気循環論に関する全体的ヴィジョンの発展的議論は，いまだ十分に展開されていないよう
に思われる。本研究は，シュンペーターの目指した景気循環論の壮大な体系化に接近するため
の一つのステップとして位置付けられる。 
 
(2) 資本制経済の長期動態過程の包括的解明を目指した理論的系譜として，マルクスからシュ
ンペーターを経て現代のネオ・シュンペーター学派に到る一つの潮流がある。マルクスとシュ
ンペーターはともにシステム内部から生じる技術革新を原動力とした「経済進化」というヴィ
ジョンを共有している。しかし，その動態過程の体系的解明に関しては両者とも未完成に終わ
ったと考えられる。前者は革新の担い手に関するミクロ的基礎づけにおいて，後者は内生的景
気循環の理論的定式化において，これまで難点が指摘されてきた。彼らのヴィジョンを現代に
継承している現代の進化経済学の一潮流であるネオ・シュンペーター学派の諸議論の一つに，
進化的マクロ経済学の探求という研究領域があり，そこでは産業レベルの議論を「メゾ」（企業
と資本制経済の中間に位置する領域という意味で）と位置づけ，そこからボトムアップ式に代
替的なマクロ経済理論を構築することが目指されている。しかし，その方向性は確定しておら
ず，とりわけ経済進化の「内的要因」をどのように捉えてマクロ的動態理論に結びつけるかに
関する共通理解がないことが問題であるように思われる。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は，中・長期の景気循環プロセスに関する理論的・統計的・制度論的な考察を目的
とするものである。設備投資を主要因とする約 10年のサイクルの革新投資循環に関しては，理
論モデルの構築とその統計的検証によって分析する。基盤技術の革新を主要因とする約 60年の
サイクルの技術的長期波動に関しては，歴史的・制度論的アプローチによって解明する。これ
らの解明に向けた本研究 の具体的課題は，「ネオ・シュンペーター学派の成果を踏まえた革新
投資を軸とする景気循環モデルの構築（理論的）：研究課題①」，「革新投資循環に関する統計的
確認作業と理論モデルへのフィードバック（統計的）：研究課題②」，「長期波動の期間の確定・
期間中の制度変化・長期波動の転換点に関する歴史的・制度論的分析（制度論的）：研究課題③」
の三つである。 
 
(2) 本研究計画の独創性と学術的な意義は，次の二点にある。第一は，資本主義経済の景気循
環過程に関して，革新投資を主要因とした理論モデルの構築とその統計的検証の相互フィード
バック的考察を通じて，シュンペーター理論を軸に，マルクス派およびポストケインズ派の理
論的要素を加味した異端派（政治経済学的）景気循環理論を構築することである。第二は，NS
学派の技術的軌道論をベースに，ICT を基盤技術とする具体的な長期的景気循環の制度論分析
を通じて，長期波動論の分析枠組みを提示することである。これらの予想される研究成果は，
景気循環プロセスの中期的循環と長期的循環の融合というさらに上位の研究課題に引き継がれ，
最終的にシュンペーターの『景気循環論』の野心的な「副題」の完遂に結実することが期待さ
れる。 
 
３．研究の方法 
(1) 各年度ともに，研究の遂行は，国内学会あるいは国際学会での口頭報告を行い，そこでの
議論やコメントを踏まえて，学術論文として公表することを，三つの課題ごとに実施した。具
体的な進捗状況は下の図の通りであった。 

The Spiethoff-Schumpeter Perspective

理論【課題①】
平成27・29年度

歴史・制度【課題②】
平成28・29年度

・The Spiethoff-Schumpeter Perspectiveの検
討・発展
・ネオ・シュンペーター学派の理論モデルを
ベースに拡張・発展
・貨幣的側面の明確化

・革新投資とその制度補完性に関する歴史分析
・従来の技術パラダイム論の検討と長期波動に
関する制度的分析枠組みの提示

Schumpeter (2014) Treatise on Moneyの文献研
究

シュンペーター経済学における制度論的側面の
学史研究

メ
イ
ン

サ
ブ

両者を融合した枠組みの提示【課題③】
平成30年度



(2) 本研究は，当初，平成 27 年度から平成 29 年度までの 3年間を予定していたが，本研究課
題の遂行以外の業務の多忙化と，後述するような本研究を補完する追加的な研究課題を明らか
にする必要性から，平成 30 年度まで 1年間の期間延長が認められた。 
 
(3) 当初の予定では，本研究課題に関連する海外の研究者 (H.D. Kurz 教授および E.S. 
Andersen 教授を予定) との海外学術交流を予定していたが，実施時期や費用の都合もあって完
遂するには至らなかった。しかしながら，後述する海外で開催された国際学会や国内で開催さ
れた国際セミナーにおいて，シュンペーター研究に造詣の深い R.R. Nelson 教授，K. Dopfer
教授，H. Hagemnn 教授との議論を通じて重要な提案やコメントが得られたり，平成 28 年度と
平成 30 年度に口頭報告を行った二つの国際学会では，研究テーマが極めて近いスペイン・
Zaragoza 大学の I. Almudi 教授や F. Fatas-Villafranca 教授と研究の連携に関する議論がで
きたり，一定の国際的な連携構築を達成することができた。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 27 年度は，それまでの関連業績を，ネオ・シュンペーター学派の最近の研究成果を踏
まえて発展させる「理論的」研究を進めた。主な成果は，①A. シュピートホフとシュンペータ
ーの景気循環論の比較検討を通じたオリジナルな視点の導出，②J.S. メトカーフの Restless 
Capitalism 論の意義に関する考察，という二つの具体的課題に関するものである。前者に関し
ては，これまでの関連業績を発展させる形で，シュピートホフの景気理論を宇野弘蔵の恐慌論
との比較において検討した学術論文を公表した。後者に関しては，資本主義的再生産過程にお
ける知識の再生産について，いわゆるシュンペーター仮説と Innovation System 論との関連づ
け，さらに Restless Capitalism との関連づけを考察し，国内学会および国内で開催された国
際学会で口頭報告を行い，所属機関の Discussion Paper として公表した。 
 
(2) 平成 28年度は，「理論的」研究に関して，二つの発展的成果をあげることができた。第一
は，現代の長期波動を知識資本主義の段階と位置づけたうえで，National Innovation System
論をベースにシステム・ダイナミックス・モデルを構築し，知識のフローとストックの時間を
通じた変動に関してシミュレーション分析を行った。その成果は，本研究課題に最も関連のあ
る国際学会で口頭報告し，その Proceeding として公表した。第二は，本研究課題を補完するシ
ュンペーターの未刊行の貨幣論に関する学史的研究に着手し，国内学会および国内で開催され
た国際セミナーで口頭報告を行った。当初の研究計画では想定していなかった研究テーマでは
あるが，シュンペーター的なイノベーション・システムのモデル構築を行ううえで，貨幣・金
融的側面は不可欠なものであり，本研究課題をさらに発展させる副産物となった。上記の国際
セミナーでは，シュンペーター理論にも造詣の深い H. Hagemann 教授との議論を通じて，重要
な提案とコメントが得られた。 
 
(3) 平成 29 年度は，「理論的」研究に関して一つ，「制度論的」研究に「統計的」研究を加味し
た成果を一つあげることができた。前者は，前年度に進めたシュンペーターの貨幣論に関する
成果を経済学史の国際学会で口頭報告した。シュンペーターの貨幣論研究は未だ研究がほとん
ど進んでいない領域であることが改めて確認することができ，今後の研究でさらなる発展を目
指したい。後者は，現在の長期波動を ICT を基盤技術したパラダイムであることを統計的に確
認し，近年の『経済財政白書』や『科学技術基本計画』に基づいて，理論モデルを制度的構成
要素の観点から充実させる研究を進めた。その成果は欧州進化経済学会で口頭報告に採択され，
所属期間の Discussion Paper として公表した (現在，査読誌 Industry and Innovation の査読
プロセスにある)。 
 
(4) 平成 30 年度は，これまでの 3年間で実施した「理論的」研究と「制度論的」研究の統合に
関する二つの成果をあげることができた。一つは，シュンペーターの景気循環論のプロセスを
システム・ダイナミックスの手法を用いて，今後の研究にも接続しうる理論モデルの構築を行
った。その成果は，国際シュンペーター学会での口頭報告に採択され，その Proceeding を公表
した (現在，Revised したものが査読誌 Journal of Evolutionary Economics の査読プロセス
にある)。本論文は，本研究課題の中心的な成果であるので，その概要を示すと次の通りである。
シュンペーターのイノベーションを資本主義経済システム内に位置づけるために，シュンペー
ター自身も大きく影響を受けたマルクスの二部門モデルに「知識部門」を明示的に追加する形
で，三部門からなるシステム・ダイナミックス・モデルを構築した。その際，モデル構築支援
ソフト STELLA を用いて視覚的にモデル構築し，シミュレーションを実行して分析した。その重
要な含意として，現代の知識資本主義においては，知識の生成に関する制度設計に依存して経
済システム全体の挙動が変動しうることを指摘できたことがあげられる。さらに，現代のわが
国の科学技術政策をフォローしたうえで，科学的知識創出の実際的な制度設計をこのモデルに
インプットし，政策的な含意を導出することができた。本研究課題の総括および本研究課題か
ら発展させようと考えている政策論的な研究成果は，欧州進化経済学会での口頭報告に採択さ
れ，Proceeding を公表した。 
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